
府

令

省

令

告

示

別
表
一
中

「

企
業
会
計
基
準
第
2
3号

「研
究
開
発
費
等
に
係
る
会
計
基
準
」
の
一
部
改
正

」
を

「
企
業
会
計
基
準
第
2
3号

「
研
究
開
発
費
等
に
係
る
会
計
基
準
」
の
一
部
改
正

に

企
業
会
計
基
準
第
2
4号

会
計
上
の
変
更
及
び
誤
謬
の
訂
正
に
関
す
る
会
計
基
準

」

改
め
る
。

別
表
中

「
企
業
会
計
基
準
第
2
3号

「
研
究
開
発
費
等
に
係
る
会
計
基
準
」
の
一
部
改
正

」

を

「
企
業
会
計
基
準
第
2
3号

「
研
究
開
発
費
等
に
係
る
会
計
基
準
」
の
一
部
改
正

に

企
業
会
計
基
準
第
2
4号

会
計
上
の
変
更
及
び
誤
謬
の
訂
正
に
関
す
る
会
計
基
準

」

改
め
る
。

平成™™年�月�日 月曜日 第œš™�号官 報
〇
内
閣
府
令
第
三
十
号

内
閣
府
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
九
号
）
第

四
十
七
条
第
三
項
及
び
内
閣
府
本
府
組
織
令
（
平
成
十
二

年
政
令
第
二
百
四
十
五
号
）
第
三
十
八
条
第
四
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
沖
縄
総
合
事
務
局
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
内
閣
府
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
二
年
六
月
七
日

内
閣
総
理
大
臣

鳩
山
由
紀
夫

沖
縄
総
合
事
務
局
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

内
閣
府
令

沖
縄
総
合
事
務
局
組
織
規
則
（
平
成
十
三
年
内
閣
府
令

第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
八
条
第
二
項
第
一
号
中
「
資
料
の
徴
収
及
び
検
査
」

の
下
に
「
並
び
に
調
査
」
を
加
え
、「
第
百
九
十
四
条
の
七

第
二
項
及
び
第
三
項
」
を
「
第
百
九
十
四
条
の
七
第
二
項

か
ら
第
四
項
ま
で
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
府
令
は
、
平
成
二
十
二
年
六
月
八
日
か
ら
施
行
す

る
。

〇
厚
生
労
働
省
令
第
七
十
七
号

介
護
保
険
の
国
庫
負
担
金
の
算
定
等
に
関
す
る
政
令

（
平
成
十
年
政
令
第
四
百
十
三
号
）
第
一
条
の
二
第
三
項

の
規
定
に
基
づ
き
、
介
護
保
険
の
調
整
交
付
金
の
交
付
額

の
算
定
に
関
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の

よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
二
年
六
月
七
日

厚
生
労
働
大
臣

長
妻

昭

介
護
保
険
の
調
整
交
付
金
の
交
付
額
の
算
定
に
関

す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

介
護
保
険
の
調
整
交
付
金
の
交
付
額
の
算
定
に
関
す
る

省
令
（
平
成
十
二
年
厚
生
省
令
第
二
十
六
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

前
二
号
に
掲
げ
る
場
合
の
ほ
か
、
介
護
保
険
の
財

政
又
は
介
護
保
険
事
業
の
安
定
的
な
運
営
に
影
響
を

与
え
る
場
合
そ
の
他
の
や
む
を
得
な
い
特
別
の
事
情

が
あ
る
場
合

別
に
定
め
る
額

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
国
土
交
通
省
令
第
三
十
三
号

航
空
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
三
十
一
号
）
第

百
条
第
三
項
及
び
第
百
三
十
七
条
の
四
の
規
定
に
基
づ

き
、
航
空
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の

よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
二
年
六
月
七
日

国
土
交
通
大
臣

前
原

誠
司

航
空
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

航
空
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
七
年
運
輸
省
令
第
五
十

六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
百
十
条
第
二
項
第
二
号
中
「
法
第
百
十
一
条
第
一

項
の
認
可
を
受
け
て
他
の
航
空
運
送
事
業
者
と
法
第
百
十

条
第
二
号
の
協
定
を
締
結
し
て
」
を
削
る
。

第
二
百
二
十
一
条
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２

前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の

区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
書
類
を
添
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

一

締
結
し
よ
う
と
す
る
協
定
が
法
第
百
十
条
第
一
号

の
協
定
で
あ
る
場
合

次
に
掲
げ
る
書
類

イ

共
同
経
営
を
予
定
す
る
路
線
に
係
る
輸
送
需
要

の
減
少
を
示
す
書
類

ロ

共
同
経
営
を
予
定
す
る
路
線
に
係
る
事
業
収
支

計
算
書

ハ

当
該
協
定
の
内
容
が
法
第
百
十
一
条
第
二
項
各

号
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
旨
の
説
明
を
記
載

し
た
書
類

二

締
結
し
よ
う
と
す
る
協
定
が
法
第
百
十
条
第
二
号

の
協
定
で
あ
る
場
合

次
に
掲
げ
る
書
類

イ

当
該
協
定
の
締
結
が
公
衆
の
利
便
を
増
進
す
る

旨
の
説
明
を
記
載
し
た
書
類

ロ

当
該
協
定
の
内
容
が
法
第
百
十
一
条
第
二
項
各

号
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
旨
の
説
明
を
記
載

し
た
書
類

附

則

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
二
年
六
月
十
五
日
か
ら
施
行

す
る
。

〇
金
融
庁
告
示
第
六
十
四
号

連
結
財
務
諸
表
の
用
語
、
様
式
及
び
作
成
方
法
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
五
十
一
年
大
蔵
省
令
第
二
十
八
号
）
第
一
条

第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
連
結
財
務
諸
表
の
用
語
、
様
式
及
び
作
成
方
法
に
関
す
る
規
則
に
規
定
す
る
金
融
庁
長
官

が
定
め
る
企
業
会
計
の
基
準
を
指
定
す
る
件
（
平
成
二
十
一
年
金
融
庁
告
示
第
六
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
し
、
平
成
二
十
二
年
六
月
七
日
か
ら
適
用
す
る
。

平
成
二
十
二
年
六
月
七
日

金
融
庁
長
官

三
國
谷
勝
範

第
一
条
中
「
平
成
二
十
一
年
六
月
三
十
日
」
を
「
平
成
二
十
一
年
十
二
月
三
十
一
日
」
に
改
め
る
。

〇
金
融
庁
告
示
第
六
十
五
号

財
務
諸
表
等
の
用
語
、
様
式
及
び
作
成
方
法
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
八
年
大
蔵
省
令
第
五
十
九
号
）
第
一
条
第

三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
財
務
諸
表
等
の
用
語
、
様
式
及
び
作
成
方
法
に
関
す
る
規
則
に
規
定
す
る
金
融
庁
長
官
が
定

め
る
企
業
会
計
の
基
準
を
指
定
す
る
件
（
平
成
二
十
一
年
金
融
庁
告
示
第
七
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、

平
成
二
十
二
年
六
月
七
日
か
ら
適
用
す
る
。

平
成
二
十
二
年
六
月
七
日

金
融
庁
長
官

三
國
谷
勝
範

本
則
中
「
平
成
二
十
一
年
六
月
三
十
日
」
を
「
平
成
二
十
一
年
十
二
月
三
十
一
日
」
に
改
め
る
。

〇
金
融
庁
告
示
第
六
十
三
号

銀
行
法
（
昭
和
五
十
六
年
法
律
第
五
十
九
号
）
第
二
十
六
条
第
一
項
及
び
第
二
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
、
日
本
振
興

銀
行
株
式
会
社
に
対
し
、
業
務
の
一
部
停
止
を
命
じ
た
の
で
、
同
法
第
五
十
六
条
第
一
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と

お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
六
月
七
日

金
融
庁
長
官

三
國
谷
勝
範

一

業
務
の
一
部
停
止
の
範
囲

平
成
二
十
二
年
六
月
七
日
か
ら
平
成
二
十
二
年
九
月
三
十
日
ま
で
の
間
、
大
口
融
資
（
一
億
円
を
超
え
る
も
の
に

限
る
。
た
だ
し
、
既
往
顧
客
の
借
換
え
は
除
く
。）、
債
権
買
取
業
務
、
新
規
業
務
（
新
商
品
の
販
売
及
び
勧
誘
を
含

む
。）並
び
に
融
資
及
び
預
金
に
関
す
る
勧
誘
業
務
（
広
告
及
び
宣
伝
を
含
む
。）を
停
止
す
る
こ
と
。

二

命
令
発
出
日

平
成
二
十
二
年
五
月
二
十
七
日
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